
【記入例】 別紙2

工事名

受注者名

開始日

完成日

～

～ 累計休工日率について

～ 〇　各週で休工日２日以上 ⇒ 完全週休２日

～ ○　各月毎の休工日率28.5％（8/28日）以上　　　　　 ⇒　（月単位の）４週８休以上

～ ○　累計休工日率28.5％（8/28日）以上　　　　　　　 ⇒　（通期の）４週８休以上

～

～

準備
期間

夏季
休暇

年末年始
休暇

工場製作
期間

一時中止
期間

発注者指
定期間

- 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

2025/5/10 2025/5/28 19 12 7 2 × × × × × × × × × × × × ● ●

2025/5/29 2025/6/25 28 28 8 ● ● ● ● ● ● ● ●

2025/6/26 2025/7/23 28 28 8 ● ● ● ● ● ● ● ●

2025/7/24 2025/8/20 28 3 25 8 ● ● ● ● ● ● × × × ● ●

2025/8/21 2025/9/17 28 28 8 ● ● ● ● ● ● ● ●

2025/9/18 2025/10/15 28 28 8 ● ● ● ● ● ● ● ●

2025/10/16 2025/11/12 28 28 8 ● ● ● ● ● ● ● ●

2025/11/13 2025/12/10 28 28 8 ● ● ● ● ● ● ● ●

2025/12/11 2026/1/7 28 6 22 6 ● ● ● ● ● ● × × × × × ×

2026/1/8 2026/2/4 28 28 8 ● ● ● ● ● ● ● ●

2026/2/5 2026/3/4 28 28 8 ● ● ● ● ● ● ● ●

2026/3/5 2026/3/20 16 16 4 ● ● ● ●

累計 315 12 3 6 0 0 0 0 294 84 ４週８休以上

※行数等は工事毎の工期にあわせて修正すること

対象期間
月別

工事日数

対象期間の日数

※1「対象外の期間」とは、実施要領（試行）２用語の定義（２）を参照
※2一時中止の期間が複数期間となる場合は、適宜、行を追加して記入

工事全体の一時中止期間※2 ( 0 日間 )

発注者指定の対象外の期間 ( 0 日間 )

2026年1月3日 ( 6 日間 )

工場製作のみの実施期間 ( 0 日間 )

対象外の期間※1 2025年8月13日 2025年8月15日 ( 3 日間 )

年末年始
休暇

全体期間 2025年12月28日 2026年1月6日 ( 10 日間 )

対象外の期間※1

夏季
休暇

全体期間 2025年8月13日 2025年8月17日 ( 5 日間 )

2025年12月29日

工事着手日 2025年5月30日 準備期間 ( 21 日間 )

週休２日促進工事　休日等取得実績書

〇〇新築工事（○工区）

（株）・（有）　○○工務店

工期
2025年5月10日 工事

日数
315 日間

2026年3月20日

各期間の
休工
日率

週休2日達
成

対象期間内の休工予定日※予定日に「●」を記入、対象外の期間の日は「×」を記入
対象外の日数

計

対象期間
内の計画
休工日数

28.6% 〇
28.6% 〇
28.6% 〇
32.0% 〇
28.6% 〇
28.6% 〇
28.6% 〇
28.6% 〇
27.3%

28.6% 計画：

28.6% 〇
28.6% 〇

25.0% 〇


